
：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

伊万里ハーフマラソン 2017

魅力あふれる夢のまち

ウオーク とマラソン 参加者募集

● 場　所　国見台陸上競技場（スタート・ゴール）
● 参加料　1,000 円（中学生以下は 500 円）
● 申込方法　
▷直接持参　所定の参加申込書に参加料を添えて、申込先に

持参してください。
▷振　込　所定の振込用紙兼参加申込書を使用して、参加料

を近くの郵便局で振り込んでください。
※参加申込書は、各町公民館や市民センターなどに備え付け

ています。
● 申込期限　11 月 10 日（木）
※期限日以降に申し込んだ場合は、参加賞などが行き届かな

いことがあります。
● 申込・問合先　
　体育保健課内 伊万里ウオーク 2016 実行委員会事務局

（　 ☎㉓３１８７）

飛躍する伊万里を象徴する伊万里湾大橋など
歴史と自然を感じる伊万里湾岸を通るコース

 伊万里湾岸・はちがめコース

約20㎞ 午前９時スタート（受付：午前８時〜）

美しい日本の歩きたくなる道 500 選に選ば
れた『秘窯の里・伊万里を巡るみち』コース

 秘窯の里・鍋島コース

約12㎞ 午前９時スタート（受付：午前８時〜）

焼物の壺
つぼ

がある伊萬里津大橋など古伊万里
文化の漂う市街地を巡るコース

 古伊万里コース

約６㎞ 午前10 時スタート（受付：午前９時〜）

11 月 2 3 日 水 祝・

平成29年１月９日 月 祝・

● 場　所　 市民センター付近（スタート・ゴール）
● 種目・参加料　左記のとおり
● 申込方法　
▷振　込　大会チラシに付いている専用振込用紙を使用して、

参加料を近くの郵便局で振り込んでください。
※チラシは、各町公民館や市民センターなどに備え付けています。
▷インターネット　専用のサイトで申し込んでください。
※アドレス　http://runnet. jp
● 申込期限　
▷振　込　　　　　11 月 10 日（木）
▷インターネット　11 月 21 日（月）
● 申込・問合先
　体育保健課内 伊万里ハーフマラソン実行委員会事務局

（　 ☎㉓３１８７）

伊万里ウオーク 2015 で秘窯の里・鍋島コースを歩く参加者

伊万里ハーフマラソン 2016（ハーフマラソンの部）で沿道の
声援を受けて懸命に走る参加者

伊万里ウオーク 2016

 ハーフマラソンの部

 10㌔の部

 ３㌔の部

▷一般男・女（18 歳以上）　　4,000 円
▷高校男子（18 歳のみ）　　　4,000 円

▷一般男・女（18 歳以上）　　2,000 円
▷高校男子　　　　　　　　　1,500 円

▷壮年男子（40 歳以上）　　　2,000 円
▷一般女子（18 歳以上）　　　2,000 円
▷高校女子　　　　　　　　　 1,500 円
▷中学男・女　　　　　　　　 1,000 円

※年齢は大会当日（平成29 年１月９日）現在です。

午前10時スタート

午前10 時 20 分スタート

午前10時スタート

62016.9



臨時福祉給付金などを支給します

平成 26 年４月の消費税率引き上げに伴う所得の少ない人への影響を緩和するため、また、賃金引き上
げの恩恵が及びにくい所得の少ない障害・遺族基礎年金受給者を支援するため給付金を支給します。
※該当者には８月末に申請書を郵送していますが、所得申告の状況により送付されない場合があります。

該当すると思う人で申請書が届いていない場合は、下記（給付金専用ダイヤル）に連絡してください。

● 問合先　福祉課福祉総務係（　 ☎㉓１１３３）

平成28年度 臨時福祉給付金 障害・遺族年金受給者向け給付金

平成 26 年４月に実施した消費税率引き上げに
伴う所得の少ない人への影響を緩和するもの

■支給対象者　平成 28 年度分の市民税（均等割）
が課税されていない人

※市民税が課税されている人に扶養されている人や
生活保護の受給者などは除きます。

■支給額　１人につき 3,000 円

賃金引き上げの恩恵が及びにくい所得の少ない障
害基礎年金・遺族基礎年金の受給者を支援するもの

■支給対象者　平成 28 年度臨時福祉給付金の支給
対象者のうち、平成 28 年５月分の障害基礎年金、
遺族基礎年金を受給している人

※高齢者向け給付金を受給した人は除きます。

■支給額　１人につき 30,000 円

■申請方法（次のいずれか）
▷窓　口　市役所（１階）市民ロビー
▷郵　送　〒 848-8501
　　　　　伊万里市立花町 1355 番地 1
　　　　　伊万里市役所福祉課
■申請期限　12 月 28 日（水）

■給付金に関する問合先
　福祉課福祉総務係　給付金専用ダイヤル
　２３−１１３３

※本人の場合でも、課税情報に関する電話での問い合
わせには回答できません。

福岡都市圏・大型商業施設に伊万里焼を展示

〜 特別展『生活を彩る上質な家具・インテリアと伊万里鍋島焼』〜

● 問合先　観光課伊万里ブランド係（　 ☎㉓２１１０）

九州最大級の家具・インテリア専門店に伊万里焼を展示します。上質な家具と伊万里焼とのコラボレー
ションによるテーブルコーディネートを展示・販売するほか、特別企画として、『鍋島献上の儀』で用い
られた献上品の数々を展示します。

↑テーブルコーディネート（イメージ）↑献上品（イメージ）

■ 期　間

　９月３日（土）〜 10 月 24 日（月）

■ 場　所　

　ＩＤＣ大塚家具福岡ショールーム

　（福岡市博多区下川端町 3 - 1

　博多リバレインモール３・４階）
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減らそうごみ・生かそう資源

ペ ッ ト ボ ト ル は きちんと分別を
家庭から出されたペットボトルは、市環境センターで仕分けした後、リサイクル業者へ引き渡し、繊維
製品や新たなプラスチック製品などへリサイクルされています。しかし、キャップがついたままのもの
や、中にたばこなどの異物が入っていたら、仕分けに時間がかかったり、リサイクル出来ない場合があっ
たりします。資源となるペットボトルを効率よくリサイクルするため、正しく分別してください。

● 問合先　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

〜 ごみの減量化・資源化を推進しよう 〜

■キャップとラベルは外してください
ペットボトルのキャップとラベルは外して燃えるごみ（青文字の袋）で出してく
ださい。また、一部の団体や小・中学校などではリサイクルのためキャップを回
収しているところもあります。

■中をすすいでください
中身が残っているものや、たばこなどの異物が入っているものはリサイクルでき
ません。中を水で軽くすすいで、中身が残らないようにしてください。

■ペットボトル専用の袋に入れて出してください
ペットボトル専用の袋（緑色）に入れて、各地区の決められた日時、場所に出し
てください。つぶして入れるとたくさん入ります。

● 

電
話
・
面
接
相
談
の
受
付
時
間

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
時
間
外
も
留
守
番
電
話
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
相
談
で
き
な
い
人
は
、
事
前
に
電
話

予
約
を
す
れ
ば
休
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）

も
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

相
談
室
の
場
所

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
市
民
会
館
横 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

● 

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

 

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

青少年相談室は、学校や家庭の中でのいろいろな悩みや不安を抱えている子どもたちの相談に応じるところです。
また、子育てや子どもの不登校などに悩む保護者の相談も受け付けています。気軽に電話を掛けてください。

２２－７
な や む な

８６７相談専用電話

一人で悩まずに電話してみようよ

● 青少年相談員から皆さんへ
▷ 名前は 言わなくてもいいよ。
▷ ひみつは 守るよ。
▷ いやなこと・くやしいこと・こまったことがあったら電話してね。
▷ 友だちや家ぞくのこと、学校のことなど、なんでも話していいよ。

青少年相談室へ

● 主な相談状況（平成 27 年度）
▷学業や不登校、発育など学校生活に関すること  
▷いじめや異性など交友に関すること　     
▷万引きや暴力、家出など非行に関すること
▷親子や兄弟関係、育児など家庭生活に関すること
▷その他、精神的相談や生活相談など　

   83 件　65％

  9 件　  7％
　　 5 件     4％

  16 件   12％
15 件   12％

　
木
須
町
多
々
良
海
岸
の
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
産
卵
地
に
『
情
報
カ
メ
ラ
』

が
設
置
さ
れ
、
供
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
伊
万
里
高
校

理
化
・
生
物
部
な
ど
市
内
の
各
団

体
が
行
っ
て
い
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

保
護
活
動
や
調
査
研
究
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
伊
万
里
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
が
７

月
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
情
報

カ
メ
ラ
で
は
、
産
卵
地
の
様
子

を
動
画
配
信
サ
イ
ト
『
Ｙユ

ー
Ｏ
Ｕ

Ｔチ

ュ

ー

ブ

Ｕ
Ｂ
Ｅ
』
で
24
時
間
ラ
イ
ブ
配

信
し
て
お
り
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
誰
で
も
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
産
卵
地

の
様
子
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
、

長
浜
干
拓
の
ツ
ル
の
飛
来
状
況
や

伊
万
里
湾
の
風
景
な
ど
、
時
期
に

合
わ
せ
て
配
信
す
る
も
の
を
替
え

る
こ
と
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
地
に

『
情
報
カ
メ
ラ
』
を
設
置↑ 設置された情報カメラ（右上）

← 拡大図
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久
米
島
町
、
佐
賀
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結

　
７
月
14
日
、
伊
万
里
市
と
沖
縄

県
久
米
島
町
、
佐
賀
大
学
の
３
者

で
『
海
洋
温
度
差
発
電
の
研
究
開

発
及
び
利
活
用
並
び
に
地
域
交
流

の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
』
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３
者

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
海
洋
温
度

差
発
電
の
研
究
開
発
や
経
済
・
文

化
な
ど
多
面
的
な
交
流
・
連
携
を

図
り
、
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
海
洋
温
度
差
発
電
は
、

海
洋
温
度
差
発
電
の
研
究
開
発
や
利
活
用
な
ど
を
推
進

佐
賀
大
学
が
『
佐
賀
大
学
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

サ
テ
ラ
イ
ト
』
で
研
究
し
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
を
基
に
、
久
米
島

町
で
実
用
化
に
向
け
た
実
証
実
験

を
行
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
離

島
な
ど
で
の
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
塚
部
芳
和
市
長
は
、「
地

方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
官
・

学
が
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
具
体

的
に
産
業
振
興
な
ど
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
佐
賀
大
学
を
介
し
、

久
米
島
町
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
交

流
し
た
い
」
と
述
べ
、
今
後
の
事

業
展
開
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

↑協定を締結した（左から）塚部芳和市長、
宮﨑耕治佐賀大学長、大田治雄久米島町長

『
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ 

３
３
１
６ 

ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
』が
完
成

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に

完成した『PORTO 3316 imari』

　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
の
２

階
に
、『
Ｐポ

ル

ト

Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ 

３
３
１
６ 

ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
』
が
完
成
し
、
８
月

７
日
、
完
成
披
露
内
覧
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
は
イ
タ

リ
ア
語
で
港
を
意
味
し
、
か
つ
て

焼
き
物
の
輸
出
で
栄
え
た
伊
万
里

津
を
イ
メ
ー
ジ
。
３
３
１
６
は
伊

萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
の
緯
度
（
北

緯
33
度
16
分
）
を
表
し
ま
す
。
地

域
の
産
業
（
一
次
産
業
・
伝
統
産

業
・
観
光
産
業
な
ど
）
と
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
や
Ｅ
Ｃ
（
電

子
商
取
引
）
な
ど
の
最
新
技
術
と

の
融
合
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
造
や
人
材
育
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。
施
設
は
、都
市
部
の
Ｉ
Ｔ（
情

報
技
術
）
企
業
と
の
遠
隔
で
の
意

見
交
換
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
画
か

ら
構
築
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
場

と
し
て
利
用
可
能
。
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
作
業
ス

ペ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
、
写

真
や
動
画
の
撮
影
ス
タ
ジ
オ
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
施
設

の
整
備
費
と
平
成
28
年
度
の
運
営

費
は
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

　 

恩

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
、
史
上
30

人
目
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
通
算

３
０
０
０
本
安
打
の
偉
業
を
達

成
し
ま
し
た
。
日
本
の
球
界
で

数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
て

い
た
全
盛
期
に
電
撃
渡
米
。
そ
の

後
の
15
年
間
で
積
み
上
げ
た
数

字
で
す
。達
成
後
の
記
者
会
見
で
、

感
謝
の
言
葉
を
一
番
伝
え
た
い

人
物
を
聞
か
れ
、
か
つ
て
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ム
の
元
監
督 

仰
木

彬
さ
ん
の
名
を
あ
げ
ま
し
た
。

仰
木
監
督
は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
が

野
球
に
取
り
組
む
姿
勢
や
天
性

の
資
質
を
見
抜
い
て
徹
底
的
に

鍛
え
あ
げ
、
走
攻
守
三
拍
子
そ

ろ
っ
た
選
手
に
育
て
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
挑

戦
を
後
押
し
し
、
こ
の
偉
業
達
成

の
基
礎
づ
く
り
を
し
て
く
れ
た

恩
師
に
感
謝
し
た
よ
う
で
す
。

　「
人
間
は
一
人
で
大
き
く
な
っ

た
の
で
は
な
い
。
会
社
も
ま
た
一

人
で
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。

慌
た
だ
し
い
日
々
の
中
に
も
、
時

に
過
去
を
振
り
返
っ
て
、
世
と
人

の
多
く
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
を

お
互
い
に
持
ち
た
い
。
そ
の
心
こ

そ
が
明
日
の
歩
み
の
真
の
力
に
な

る
だ
ろ
う
」。
こ
れ
は
、
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社
の
創
業
者 

松
下

幸
之
助
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
苦
労

を
し
な
が
ら
大
成
し
た
人
の
言
葉

に
は
胸
を
打
つ
響
き
が
あ
り
、
恩

を
知
り
恩
に
報
い
る
、『
知
恩
報
恩
』

の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
す
。

　
人
の
成
長
に
は
、
必
ず
そ
の
裏

に
多
く
の
人
の
支
え
と
励
ま
し

が
あ
り
ま
す
。
リ
オ
五
輪
で
メ
ダ

ル
を
取
っ
た
選
手
も
、
そ
れ
は
本

人
の
才
能
と
努
力
の
た
ま
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
選
手
を
成

長
さ
せ
る
た
め
に
か
か
わ
っ
た

人
が
大
勢
い
る
は
ず
で
す
。『
恩
』

と
い
う
一
文
字
に
日
本
人
ら
し

さ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
概
念

は
『
お
か
げ
さ
ま
』
な
の
で
す
。

　
私
は
今
回
、
中
国
大
連
市
か
ら

大
連
市
名
誉
市
民
称
号
を
受
け
、

そ
の
式
典
で
揮き

ご

う毫
を
所
望
さ
れ
、

と
っ
さ
に
『
謝
恩
感
謝
』
と
つ
づ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
両

市
の
交
流
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の

人
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
、
文

字
に
し
た
た
め
た
か
っ
た
か
ら
な

の
で
す
。
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